
Ⅲ．ベトナム国家大学（ハノイ）外国語大学への教員派遣事業 

１、派遣教員、奈良女子大学研修生 

派遣教員 内田忠賢 奈良女子大学人間文化研究科教授 

研修生 樽井由紀 奈良女子大学大学院人間文化研究科 研究員（比較文化学専攻） 

 

２、派遣期間および現地での活動 

平成 22年 10月 31日（日）～11月 7日（日）  ８日間 

内容：10月 31日（日）出国（関西空港→ハノイ空港） 

   11月  1日（月）THUY学部長が出張中のため、表敬訪問は中止。授業準備。 

   11 月 2 日（火）講義。夜は、外国語大学日本人教員（JICA から派遣）および本

学からの交換留学生（文学部 3年生「山崎みはる」さん＊）と情報交

換。 

   11月 3日（水）講義。午後、本学への交換留学を希望する学生と面会。本学の受

け入れ体制ほかについて説明。本学の、もう一つの協定大学、ハノイ

大学の学生（＊＊）とも交流した。 

   11月 4日（木）講義。夕方、ハノイ大学の学生（上記＊＊）が所属する同大学の

部活動（よさこいサークル「はぬよ」）を表敬訪問。夜は、THUY 学

部長、TUYEN 副学部長との交流懇親会。 

   11月  5日（金）講義。午後、今回の受講生との交流懇親会。 

   11月 6日（土）交換留学生（上記＊）の案内によるハノイ市街見学の後、帰国へ

（ハノイ空港） 

   11月 7日（日）帰国（関西空港） 

 

３、事業概要 

３－１ 講義日程（テーマ「日本の歴史と文化および現代社会」） 

第 1日目 「日本の歴史（古代から近代）」「現代の日本（現代社会および日本文化）」 

第 2日目 「日本人の日常生活」「伝統文化の体験実習Ⅰ（茶道）」 

第 3日目 「日本人の一年、一生」「ある女性の半生」「伝統文化の体験実習Ⅱ（華道）」 

第 4日目 「講義のまとめと補足」「映像に見る日本」「日本および奈良女へ留学」 

 

３－２ 使用した資料類 

[使用した教材類] 

・高木実・高木幸子（著）『はじめまして せかいちず』平凡社、1992年（第 2版） 

・東京法令出版編集出版部（編）『ビジュアル歴史（中学校社会科 副教材）』東京法令出

版、出版年なし 



・（株）三越（編）『日本を楽しむ年中行事』かんき出版、2004年 

・山嵜泰正（監）『えほん百科 ぎょうじの ゆらい』講談社、2002年 

・P.メンツェル他（著）『地球家族：世界 30 カ国のふつうの暮らし』TOTO 出版、1992

年 

・P.メンツェル＆F. ダルージオ（著）『続・地球家族：世界 20カ国の女性の暮らし』TOTO

出版、1998年 

・P.メンツェル＆F. ダルージオ（著）『地球の食卓：世界 24カ国の家族のごはん』TOTO 

出版、2006年 

・庄司博史・国立民族学博物館（編著）『多みんぞくニホン 在日外国人のくらし』千里文

化財団、2004年 

・VIVI、CanCan、ANAN、NONNOほか、20代向け女性誌 

・その他、担当者が、奈良女子大での講義（「環境文化論」「現代民俗論」など）にて使用

するプリント類。 

[映像類] 

・映画『ALWAYS 三丁目の夕日』（日本テレビ＋電通ほか制作、東宝、2006年） 

・映画『バブルへ GO！ タイムマシンはドラム式』（電通＋フジテレビほか制作、東宝

2007年） 

・映画『電車男』（東宝、2006年） 

・TV番組『新日本紀行ふたたび：踊る阿呆の暑い夏』（NHK、2007年） 

・TV 番組『20 世紀のファイルから 特集「昭和という時代」第 4 集 街頭テレビから、

お茶の間に三種の神器 秘話』（東北新社・ヒストリーチャンネルジャパン、2008年） 

・TV 番組『20 世紀のファイルから 特集「昭和という時代」第 10 集 学校給食の開始 

あなたの定番はコッペパン？』（東北新社・ヒストリーチャンネルジャパン、2008年） 

 

3－3 講義概要 

 内田が主として講義を、実習を主として樽井が担当しましたが、講義の内容でも、適宜、

樽井がサポートしました。 

■日本の歴史：古代から近代（内田） 

日本の歴史を大まかに紹介しました。奈良女子大学がある「奈良」という街は、都市

として初めて首都がおかれた場所。ずっと天皇がリーダーだったと思われがちですが、

貴族や武士が権力を握る時代が長く続きます。19世紀半ば以降は、立憲君主国として、

脱亜入欧の方針を取り、やがて、世界中の国々と戦争をして、敗れます。今回は年表と

日本地図などを使いながら、特に国際関係史を中心に概説しました。 

日本は、奈良に首都が置かれる以前から、アジア地域と交流がありました。主に狩猟採

集、せいぜい雑穀しかしていなかった日本に、弥生時代、中国南部からインドシナ半島か

ら、稲作が伝わってきます。照葉樹林文化が伝わったとも言います。 



飛鳥時代、奈良時代になると、中国の影響を強く受け、また、中国に遣唐使を派遣する

など、積極的にアジアと交流します。平安時代に入ると、中国や朝鮮半島との交流が下火

になり、日本独自の国風文化を育てることになります。漢字から平仮名、片仮名を発明し

たのは、この頃です。 

平安末から再び、アジア大陸との交流が復活しますが、陸から離れた島国であったため、

大国である中国から攻められたのは、鎌倉時代の元寇だけです。この２度のモンゴル軍と

の戦いは台風によって、退けることができました。「神の国」との自意識が芽生えた頃だっ

たので、この偶然の勝利は「神風」と信じられ、後の近現代まで、国難の際に「神風」を

期待する国民性が養われました。天皇は長く京都（それ以前は奈良）に住んでいましたが、

平安末から政治を武士階級が握り、鎌倉時代および江戸時代は関東地方（鎌倉・江戸）が

中心でした。 

室町時代には、モンゴル族の国から漢民族の国に戻った中国と交流が復活、禅宗を中心

とする中国文化が深く日本文化に根付くようになります。ベトナム（南越）に日本人町が

作られたのも、この時期。世界が大航海時代に入った安土桃山時代には、ポルトガルを中

心にヨーロッパ諸国との交流が始まります。しかし、江戸時代、徳川幕府は約 200年にわ

たる鎖国政策を取り、海外との交流を絶ちます。幕末、黒船の来航により、鎖国は解かれ、

明治維新によって、武士から天皇中心の時代に戻ります。天皇は長く暮らした京都から江

戸（東京）に移り、それ以後、現在まで、東京が政治・経済の中心になります。 

明治から昭和の初めまでの日本は、脱亜入欧や殖産興業のスローガンのもと、欧米列強

と並ぶ帝国を目指しました。日清、日露という 2度の戦争に勝利し、日本は軍事力による

勢力の拡大を図ります。第二次世界大戦では、植民地政策により、ベトナムを含むアジア

各地や太平洋の島々に、日本軍が進攻しますが、アメリカ合衆国を中心とする連合国に完

敗。広島、長崎に原子爆弾を投下され、連合国に降伏します。 

授業では、テキスト『ビジュアル歴史』添付の「歴史カード」33枚のカラーコピーを出

席者全員に配り、その写真を見ながら説明したことは、効果的でした。 

 

■現代の日本：現代社会および現代文化（内田） 

第二次世界大戦の敗戦後、世界の最貧国となったものの、高度経済成長を遂げ、アメリ

カ合衆国に次ぐ、世界第 2位の経済大国になります。工業化社会から消費社会となり、先

進国同様、低成長期を迎えます。生活文化は豊かになったものの、混迷の時代が来ていま

す。今回は、写真と年表、映像を見ながら、お話をしました。 

 連合国と講和条約を結んだ日本は、各国に戦後補償（賠償）をしながら、少しずつ、経

済力を付けてゆきます。最貧国から経済大国へ成り上がるプロセス、高度経済成長期は、

世界に向けて、東京オリンピック、大阪万国博覧会を開催し、国民の可処分所得は急増し、

日常生活にも耐久消費財が行き渡った時期でした。その一方、四大公害ほか、高度経済成

長の矛盾が表面化しました。貧富の差は少なくなり、国民が「総中流化」しました。 



1980年代以降の低成長期に入ると、日本経済の中心は、ハード（物資）からソフト（情

報）に移行してきました。文化的には、長くアメリカ志向が続きますが、最近では、アジ

ア諸国をはじめ、世界中の文化から刺激を受けています。社会の国際化も進み、外国人と

の共生が課題となっています。外国人の定住としては、第二次世界大戦以前の、中国や朝

鮮半島からの移民（オールド・カマー）、80 年代以降の中国人、日系ブラジル人、日系ペ

ルー人などの移民（ニュー・カマー）が有名です。 

 1990年前後には、バブル経済期と呼ばれる好景気が短期間あり、また、その後の不況期

の中で、独自の現代文化が生まれることになります。アニメ、オタク文化など、ベトナム

の学生がご存じの日本文化が、それです。 

 

■日本人の日常生活（内田） 

日本人の伝統的な生活文化は、地方によって異なります。特に、食文化は各地方の名産

があり、たとえば、お正月の食事は様々なパターンがあります。現代の衣食住は、グロー

バル化が進んだため、日本中、似ています。たとえば、食事は世界各地の料理が、日本風

にアレンジされながら、家庭の食卓に並びます。写真や映像を見ながら話しました。 

①衣：いわゆる和服は平安時代の貴族の衣装に源流があると言われています。しかし、明

治時代に入るまで、一般庶民の衣服は、簡素なものだったと考えられます。明治以降、洋

服が普及し、現在に至ります。冠婚葬祭には、特別な衣装を着ます。女子大生が卒業式に

着る袴、結婚式に着る女性のウエディングドレス、冠婚葬祭の黒い洋服、和服などが特徴

的です。中学生、高校生の制服も興味深いものがあります。男子の詰襟制服、女子のセー

ラー服です。両方とも日本海軍の制服に源流があります。 

②食：米食が中心だと考えられがちですが、一般には、長年、雑穀（麦、粟（あわ）、稗（ひ

え）など）を、日本人は食べてきました。様々な節目に「赤飯（せきはん）」や「餅（もち）」

を食べる習慣は、その名残だと言われています。明治以降、多様な食文化が展開します。

日本人の国民食となったインドのカレー、中国のラーメンや餃子、イタリアのスパゲッテ

ィ、ドイツのハンバーグ、アメリカのハンバーガーなどは、伝わった経緯に興味深い点が

あります。なお、テキスト『地球の食卓』では、外国人から見た日本の 1家族の 1週間の

食事が記録されており、「寿司」「刺身」を毎食、口にすると紋切り型に考えられがちな日

本食の先入観を拭い去ってくれます。 

 伝統的な儀礼食としての正月のお雑煮は、日本各地の地域色を色濃く伝えています。餅

の形の丸や四角、餅を焼く・焼かない、汁を味噌にするか澄ましにするか、具として何を

入れるかの４要素で、多様なバリエーションを生み、頑ななまでの地域文化として伝承し

ています。 

③住：瓦（かわら）屋根の木造住宅だと思われがちですが、歴史的には、板葺（いたぶき）、

藁葺（わらぶき）が多くみられます。明治以降は、和様折衷の住居となります。「間取り（ま

どり）」も、地方、階層、時代により様々。現在の都市部では、集合住宅が多く見られます。 



 

■伝統文化体験実習Ⅰ：茶道（樽井） 

 欧米で「ティ・セレモニー」と呼ぶ日本文化の代表を、出席者全員に体験し、味わって

もらいました。日本から、複数の茶道具一式、お茶と和菓子を持参しました。器はハノイ

で購入した。その際、「お手前」ほか、茶道での作法について、歴史的経緯を踏まえながら、

講義しました。 

 

■日本人の一年・一生（内田） 

日常生活には、一定のリズムと作法があります。現代の生活パターンは、世界共通にな

ってきました。日本人の伝統的な一年、一生について、紹介します。 

主に、春夏秋冬（一年）の暮らし、誕生から死まで（一生）について、現代的な変化を

含め、ご紹介します。特に、冠婚葬祭（かんこんそうさい）に注目しました。 

①一年：☆お正月、バレンタインディ、ひなまつり、新入学・入社、端午の節句、夏休み、

☆お盆、クリスマス、大晦日（おおみそか）…誕生日、各種記念日… 

②一生：誕生、七五三（ひちごさん）、入学式、卒業式、成人式、就職、結婚式、還暦（か

んれき、喜寿：きじゅ、米寿：べいじゅ、卒寿：そつじゅ）、お葬式…  

 明治以降、女性は「良妻賢母」という役割を与えられてきました。第二次世界大戦後の

日本国憲法に保障された男女平等の考え方の下、最近は、男女雇用均等法が施行され、女

性の社会進出も進んで言います。しかし、女性の場合、妊娠、出産、子育てなどの社会的

役割が、男性に比べ、強く期待されており、家庭の内外で、男性とは、一日、一年、一生

のリズムが依然異なります。 

 また、日本に暮らす外国人の日常生活について、特に、在日ベトナム人の年中行事やコ

ミュニティの実情について、講義しました。1970年代の、ベトナム戦争に伴う、南ベトナ

ムからの難民（ボート・ピープル）の受け入れ、定住、1990年代以降の労働者、留学生と

しての日本在住について、詳しく触れました。 

 

■ある日本人女性の半生（樽井） 

 自分自身の成長をスライド画像で見ながら、日本文化との関係、時代背景との関わりに

触れながら講義しました。誕生、児童・生徒、大学卒業、就職、結婚、出産、育児…。家

族、友人、地域社会など、自分自身の成長には、多くの人々が関わり、見守っていてくれ

たことを、話しました。 

 

■伝統文化体験実習Ⅱ：華道（樽井） 

 華道（生け花）を、出席者全員に体験してもらいました。剣山は日本から持参しました

が、花器はハノイにて購入、お花は出席者に持参してもらいました。華道の歴史や作法を

講義した後、基本形は指示したものの、各人の美意識に従い、生けてもらいました。 



 

□補足１（内田） 「日本人」という表記について。歴史的に「日本民族」は、朝鮮半島

や北方、太平洋の島々から渡来した人々の混血から生まれたと言われます。また、北海道

に住む「アイヌ」の人々、琉球（りゅうきゅう）諸島の人々など、昔から、人種的・文化

的に多様な民族が暮らしていました。日本には、「日本語」を話し、「漢字仮名混じり文」

で文字を書く、同じような人々ばかり暮らすように見えますが、様々な理由で、朝鮮半島

や中国から移住した人々が暮らすほか、日本も多民族国家となっています。 

 

□補足２（樽井） 若い女性の生活文化は、TV やインターネットのようなマスメディア

により形作られる場合が少なくありませんが、依然、雑誌媒体での情報発信、大衆文化の

形成が図られています。今回は、20代の女性に愛読される月刊誌を十数冊、取り上げまし

た。これらの雑誌は、ファッションや生活用品の流行を反映し、あるいは先取りしていま

す。その一方で、若い女性の価値観や行動に、強い影響を与えていることは否定できませ

ん。カリスマモデル、読者モデルという言葉を、受講生がご存じなのには驚きました。 

 

■映像に見る日本（内田） 

 現代の人々の暮らしを、映像で紹介しました。伝統文化と現代生活の交錯する場面を見

せたく、また、踊りと音楽が楽しい映像記録「踊る阿呆の熱い夏」（ＮＨＫ「新日本紀行ふ

たたび」）を使いました。映像では、徳島市の阿波踊りに賭ける人々の姿を、2000 年代の

映像および 40年前の映像を比べています。そこから、日本社会の変化、伝統文化への人々

のスタンスなどを、学んでもらいました。 

 

□奈良女子大学について（内田） 

 明治時代、優秀な女性といえども、社会進出を十分、果たすことはできず、男性と対抗

できる女性は数少なかったといえます。その数少ない、女性の社会的リーダーを養成すべ

く、国家が設置した数少ない高等教育機関が、東京と奈良の女子高等師範学校でした。女

性が高等教育を受けられない時代、この２校だけが、存在感ある女性を育てたのです。女

性が進出できる数少ない職場、女子師範学校（今の教育系国立大学）と高等女学校（今の

高校）の教員を養成していました。第二次世界大戦後、両校は、お茶の水女子大学、奈良

女子大学という名称の学校になります。現在でも、奈良女子大学は、国立の女子エリート

養成校として存在しています。 

 


